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夏負けしない身体づくりに！土用の丑の日

メインエリア買取強化中です！ご連絡お待ちしております！

㈱東横建設 仕入営業部直通：03-6748-5922 販売企画課直通：03-6748-5933

土地求む
東京城南(大田・品川・世田谷・目黒)
川崎市全域 横浜市（鶴見・港北・神奈川）▼ 是非一度ご連絡ください！▼

新入社員初契約！ 用地開発２部１課 宇佐美社員

社員が目標を発表！事業部方針発表会を行いました

6月1日に、東横建設・リビン
グ建設の事業部方針発表会を行い
ました。この会では、社員一人ひ
とりが今年の目標や仕事にかける
想い、今年さらに取り組みたいこ
となどを発表します！
また、仕事だけでなくプライ

ベートでの目標も発表され、「マ
イホームを建築中なので、新生活

APAMAN(東京都千代田区)が公表した「住みたい駅ランキング
2026年」の関東エリアの部で、蒲田駅が１位となりました！こ
のランキングは、アパマンショップのウェブサイト上での駅検索
データをまとめたもので、利用者がまず調べた駅がランク付けさ
れているとのことです。

「うなぎを食べる日」として知られる土用の丑の日ですが、食
べる意味や由来などは知らない人も多いのではないでしょうか。
土用は季節の変わり目を指し、「土が種を蓄え、芽を出させる準
備期間」という意味があります。夏の土用は一年の中でも特に暑
さが厳しい時期で、食欲が落ちたり疲れがたまりやすい季節です。
そのため、暑くても食べやすく、体調を整えるのにも役立つ
「う」の付く食べ物を食べて、古くから夏の暑さを乗り切ってい
たようです。栄養バランスのいい食事に加え、こまめな水分補給
や十分な休息を心掛け、厳しい暑さに負けずに過ごしましょう！

うなぎ
たんぱく質やビタミン類が豊富
に含まれ、夏のスタミナ補給に
ぴったりです。

うどん
食欲のない日も食べやすく、ア
レンジもしやすいです。消化が
いいのでエネルギーの補給に◎

梅干し
豊富なクエン酸による疲労回復
や食欲増進、食中毒の予防など
いいことずくめの夏の定番！

瓜
きゅうり、すいかなど、「瓜」
の仲間には、体の熱をとる作用
があります。

今回の物件は、川崎区の業者様からご紹介いただき、
契約することができました。戸建て用地ではなく、
区分マンションの一室でしたが、弊社の規格を電話で
しっかり伝えられたからこそ、いただけた物件でした。
物件取得後、早期に上司と同行していたことで業者の

方との信頼関係の構築ができ、契約に繋げることができ
ました。
目標としていた初契約ができたので、年内にもう1現

場契約と宅建取得を次の目標に掲げて頑張ります。

▲宇佐美社員

2026年度入社の新入社員が、初の
仕入契約を果たしました！
配属から約2ヶ月、慣れない営業活動

をする中で大変なこともあったと思い
ますが、試行錯誤を重ねた日頃の努力
が実を結び、社員一同嬉しく思います。
この経験を励みに、他の社員もそれぞ
れの目標に向かって挑戦を続け、さら
なる成長に繋げることが出来るよう精
進してまいります。

沖縄社員研修旅行に行ってきました

今年も3泊4日の沖縄研修旅行に行ってまいりました！台風6号の影響で一時は研修
旅行の実施が危ぶまれましたが、無事全日程を終え、充実した4日間を過ごすことが
できました。
初日には、研修旅行初参加の2年目社員が「ひめゆりの塔」を訪れました。当時の

生活の様子がわかる資料や生存者の証言映像などを見学し、改めて平和の大切さを考
える貴重な機会となりました。
2日目以降は、昨年7月にグランドオープンした「ジャングリア沖縄」を訪れたり、

マリンスポーツやビーチで海水浴を楽しんだり、「沖縄美ら海水族館」を見学したり
と、社員それぞれが思い思いの時間を過ごし、沖縄の自然や文化、琉球料理を満喫し
ました。

また、今年はグループ会社の代表と東横建設の代表が節目の年を迎えたことから社
員一同でプレゼントを渡し、日頃の感謝を込めてお祝いしました！この研修旅行を通
してさらに深まった絆と団結力を活かし、さらなる成長を目指してまいります！

梅雨らしい気候を感じながらも、晴れ間には夏の気配も感じる季節となりました。
まもなく本格的な夏がやってきそうな今日この頃、皆さまいかがお過ごしでしょうか。

ワールドカップの盛り上がりとともに、熱い夏を楽しみながら元気に乗り切ってまいりましょう！

では新しい地域のコミュニティに積極的に関わりたい！」という
仕入れ営業社員ならでは視点が私生活でも活かされた目標や、
「今年の目標は空手の世界大会で優勝！」というような、高い目
標に挑み続ける熱い想いを持つ社員も見られました。目標に向
かって努力する姿勢は、仕事への向き合い方にもつながっていま
す！2026年後半戦も、社員一人ひとりが目標を持ち、成長し続
けることで、より良い住まいづくりとサービスの提供を行えるよ
う邁進してまいります！
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